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今月のテクノスコープでは小惑星「イトカワ」と「リュウ
グウ」から持ち帰られたサンプルの解析結果がテーマです。
ニュースでも報道されていたのでご存知の方も多いのではない
でしょうか。

小惑星から資料を試料し持ち帰る「サンプルリターン」を達
成するには、宇宙工学の発展に寄るところが大きいと思われま
すが、採取した試料を分析し、解析するのは我々が馴染みのあ
る金属材料の分析・評価技術の出番です。そこで得られた結果
をもとに様々な推察や仮定を行い、太陽系がどのように形成さ
れたのかを紐解きます。極小さな領域での評価結果から太陽系

形成のプロセスまで発展させることになり、これは非常に壮大
で金属材料屋として夢のある取り組みです。

我々金属材料屋は組織を観察し、成分を分析して構造を特定
することで良い特性が得られた要因や破壊に至ったメカニズム
を推定します。その手法は、規模は違えど今回の「イトカワ」

「リュウグウ」の取り組みに通じるものがあります。そのよう
に考えると、金属材料に携わっている皆さんもまだまだ新しい
発見や理論に辿り着く可能性を秘めており、今回の記事が日々
の研究開発のモチベーションアップに繋がることを期待しま
す。 （Y. K.）
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

社の総販売代理店

最新技術による耐摩耗方式が搭載されている

社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴

KME社は2023年3月1日より新社名　　　　　社に変更となりました。
永年のご愛顧に感謝するとともに、今後とも何とぞ変わらぬご支援を
賜りますようお願いいたします。

社製銅ステーブ
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